







































                                                   
1 「新日本地理」は『文藝春秋』に全 10 回で連載された。特に古代史を論じているものは、第 1 回「安吾・伊勢
神宮にゆく」（1951 年 3 月）、第 4 回「飛鳥の幻」（同年 6 月）、第 7 回「飛騨・高山の抹殺」（同年 9 月）、第 10
回「高麗神社の祭の笛」（同年 12 月）である。以下引用はすべて初出誌による。 
2 坂口安吾「歴史探偵方法論」（『新潮』1951 年 10 月） 
3 川村湊「坂口安吾の歴史観」（『国文学解釈と鑑賞』、1993 年 2 月） 


































                                                   
5 花田俊典「坂口安吾のディコンストラクション―「安吾・伊勢神宮にゆく」―」（『国語国文薩摩路』2004 年 3
月） 
6 野村幸一郎「古代朝鮮と日本―坂口安吾の日朝同祖論」（『國文學』2005 年 12 月） 
7 成田龍一「一九四〇年代の歴史意識と坂口安吾―試みのための覚書」（『安吾からの挑戦状 坂口安吾論集Ⅱ』
ゆまに書房、2004 年） 











































































































                                                   



































                                                   
10 鳥居龍蔵『有史以前乃日本』（磯部甲陽堂、1918 年）p108 




































































 奈良京（平城京）遷都が 710年で高麗郡の設立が 716年であり、直後といえば確かに直後の時期で
はある。「全国各地に土着した多くのコマ人は決して自らコマ人などとは称せず、中央政府のもとに
日本人になりきつてしまった時だ。七ヶ国の一千七百九十九名だけが、なぜコマ人と称して異を立て
                                                   


































 とはいえ安吾はそこで考察を断念していない。音の組み合わせが 7 音に絞られると分析した上で、
                                                   









































































                                                   
視の乏しかった終戦直後には大昔と変りのないアマの小舟でさかんに密輸や密入国が行われ、それで間に合つた
のだ」と記されている。 
